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システム提案の趣旨

当社の多くの工事業種システム開発の体験のなかから、実現可能で、もっとも経済的な、システ
ム提案をいたします。

○開発言語には、マイクロソフトアクセスを使います
　・現在の、処理のいいところ残し、独自のシステムを構築するには、開発効率のよい
　　アクセスの活用が最良と考えます。
　・アクセスは、開発費用を抑えることができます。
　・システムの改良が、容易なので、運用段階での対応が可能
　・現在ＰＣを活用するので、アクセスをベースに開発します。
　・アクセス上位へのバージョンアップが容易で、機種変更に対応に無駄がでない。

○段階的システ開発および導入をする
　　運用成功を第一に優先し、決して無理で強硬な開発を避ける。
　　話し合いの中で、実現性の高い、段階的開発運用を優先する。
（下記は、一例：企業により、現状と、ニーズにより、決定）
１　第一次開発で、プロジェクト実績管理業務
　　ただし、受注見込管理のみ一部開発する
２　第二次開発で、プロジェクト見積･予測管理業務
３　第三次開発で、会計システム連動

○データの一元管理（データベースの共有）で、業務効率化を図る
　　業務処理は手作業で、各自必要と思うものを作成しているので、重複作業が多いが、この　　　
　業務をデータベース化することで、業務の見直しができる。
　　★データの共有が、大きな効果を実現します。

○事後管理から　事前管理の強化が目標
　管理は、業務の上流に行くほど大きい。その意味では、売上げ後の実績管理では
　　遅い。また、問題を未然に防ぐような管理資料（画面）に工夫をする。
　また、予算（見込）管理をするため、見込管理業務を第一次開発に含める。

○　最終的には、会計も含め、全社でのデータ共有化にもっていく

システム開発に対する考え方



工事業務管理概要（受注～原価管理）

０１受注業務 ０２発注業務

０２１発注入力

０２２仕入入力

０２３支払入力

０３請求入金業務

０３１請求書入力

０３５入金入力

０２９管理表作成入
力

０１１工番登録入力

０１２受注票登録入
力

０１３実行予算登録
入力

０３９管理表作成入
力

０７工番管理業務

０７１検収入力

０７３工番発注状況
参照

０３２請求予定参照

０７４工番参照

０７５発注予算参照

担当者別

０８原価管理業務０９売上管理業務 １０業者電子台帳

０８１個別工番原
価

０８３複数統合工番
原価

０９１売上工番選
択入力

売上月別番号種別

０９２売上工番選択
結果参照

０９３売上工番選択
結果参照全体

０９４進行基準売上
工番選択入力

０８２Ｒ原価管理表
（予実対比）

０９５Ｒ売上検討リス
ト作成

０９８Ｒ売上確定リス
ト作成

０９６Ｒ売上原価集計
表作成

０８４Ｒ原価管理表
（予実対比）

０１９管理表作成入
力

０９７売上決定最終
入力０２５原価振替入力

１０１発注参照

業者別

１０２仕入支払参
照

１１工番電子台帳

２０１受注報告書

参照

２０２実行予算書

参照

２０３請求入金参
照

２０４売上履歴参

照

２０５発注履歴参
照

２０６支払履歴参
照

０１９１受注入力モニタ

０１９２受注表
０１９３受注票未提出リスト

０１９４受注残高表　

０１４Ｒ受注報告書

０２４Ｒ注文書

０２５Ｒ注文書請書

０２６Ｒ指定請求書

０７２Ｒ検収リスト ０３３Ｒ請求書

２経理システムと連動（売上・仕入・入金・支払など自動仕訳



システム開発計画案例

第
一
次
開
発

第
二
次
開
発

第
三
次
開
発

エンジニアリング業務統合システム

受注業務システム

・受注業務
・請求業務
・入金業務

会計システム
・月次ＢＳ
・月次ＰＬ

・事業部別ＰＬ
その他経理帳簿

原価管理業務
・売上管理

・実行予算
・予算管理

●原価台帳

業者管理業務
･発注業務

・支払管理
・支払業務
●業者台帳

収支管理業務

・プロジェクト
・事業部

引合・見積業務シス
テム

・引合業務
・見積業務

○段階的開発のおすすめ

１　第一次開発で、プロジェクト実績管理業務
　　ただし、受注見込管理のみ一部開発する
２　第二次開発で、プロジェクト見積･予測管理業務
３　第三次開発で、会計システム連動

○段階的開発のおすすめの理由

１　業務処理は手作業で、各自必要と思うものを作成しているので、重複作業が多いが、このプロ　
　ジェクト業務をデータベース化することで、業務の見直しができる。
　　★データの共有が、大きな効果を実現します。

２　プロジェクト関係業務を落ち着かせてから、次の開発に入る
　　ほうが、確実に定着する
３　予算（見込）管理をするため、見込管理業務を第一次開発に含める。

４　最終的には、会計も含め、全社でのデータ共有化にもっていく

受注見込管理システム
・受注見込入力

・管理表に受注見込みを
算入可能に



工番別発注予定

表・未発注リスト

●受注見込みリスト
（事業部別）

見込（予算）管理）

●受注見込み（予測）関係資料

・受注見込み関係は、
　受注見込みのみ入力作成
　

●売上見込み
・竣工予定日を基準として作成
・見込み受注分で、売上見込みに入れたい場合は
　仮受注登録する（検討事項：工番を取りたい、未受注は、
区分で分けたい）

項目

・受注予定月　　　・受注予想額
・担当者
・契約先

・件名

・

●担当者別工番別
●発注見込み
・実行予算書をベースに、発注予定の作成ができます
（発注予定が入らない場合、未発注リストになる）

●売上利益見込報

告書
（事業部別）

項目
・工番、受注先、件名、売上月、売上額、

・利益額、利益率
・

●入金見込み
・入金予定日を事業部で入力できれば、入金見込みが
作成できます　（検討項目）
・請求書発行時入金予定確認

入金予定表

●入金予定日で作成（未入金分）

項目
入金予定日、入金先、工番、金額、入金種別、担当者

●問題未然防止対策用をまとめると
　詳細項目は、詳細設計で検討
★防止システムは、条件設定ほかシステムレベルが
高いので、最終検討項目となります。

○実行予算超過防止
・実行予算実績差異報告

○請求もれ防止
・請求予定リスト
・工期経過分未請求（未売上げリスト）
○入金漏れ防止
・未入金リスト



受注管理

●受注管理
　　受注状況管理（見込みとの差異）

●受注残管理（手持ち工事）
・工事の場合は、手持ち工事を管理する必要があります。
・

●受注一覧表
・月別、事業部別、受注一覧
・県報告用工事種別月別受注高（地区別）

●受注残管理
・受注残推移表
・受注残（手持ち工事）一覧表

原価管理（売上･利益管理）

●実行予算･実績管理
・事項予算と実績を比較

●工番台帳
・工番単位に工番の全部を見られる
・実行予算と発注明細、支払状況など

●印刷用と画面参照用

売上実績と、利益実績の集計管理

●社内管理用
・月別売上明細表（工番単位集計）
（事業部別）

○提出用
・月別売上明細表
・県報告用

○役員会議用
・得意先別
・部署別

●県などへの報告書は、分類さえ入力さ
れていれば、集計は問題なくできるとか
推測できますが、見込み情報などが入る
ものは、検討が必要です。

●分類は、工番登録時に入力しておきま
す。
・分類１：
・分類２：
・分類３：
・分類４：

手持ち工事一覧

受注一覧表

工番台帳

（工番単位）

売上利益予算実績
対比

月別売上明細表（工
番単位集計）

・



入力

工番入力

工番データ

レーザ プリンタ

受注報告書（実

行予算書付）

工番登録

参照画面
１　受注報告書
２　実行予算
３　請求･入金状況
４　発注／支払状況
５　売上記録

受注業務

受注報告書登録

受注先

電子工番台帳

参照画面

受注入力

実行予算登録

受注入力モニタ
リスト

受注リスト

受注残高表
未成工事分

事業部

契約・発注

組織 業務フロー

管理部

３



支払処理は管理部

発注入力

入力
工番別入力
１　発注先番号
２　工番
３　予算番号
４　検収予定日
５　支払期日予定日
　　

レーザ プリンタ

工番台帳

／業者マ
スタ

請求書

発注業務

発注入力モニタ

発注デー
タ

検収・支

払予定デ
ータ

発注先

組織 業務フロー

事業部

注文請書

注文書

注文書控

注文書、請け書は一部
請求書は、支払い回数枚

４



検収日入力

入力

担当者別検収予定画面
で入力
１　検収日
　　検収額
２　支払期日入力

検収＝請求書受付
として扱い、検収業務ま
でを、事業部責任とする

検収リスト（入力チェックリスト

・請求書の受領確認と入力チェッ
ク利用

項目
１　業者番号
２　業者名
３　検収日
４　工番
５　検収額（本体）（入力する？）
６　消費税
７　

検収業務

検収予定

データ

検収リスト（担当者
単位）

組織 業務フロー

事業部

管理部

発注先 請求書

請求書

発注デー

タ

検収日複写

レーザ プリンタ

発注書有分入力画面

発注書なし分入力画面

検収リスト（担当者

単位）

５



原価入力

入力
1工番別検収データ表示
から入力
２検収データなしの原価
入力も可能

原価入力

原価デー

タ

組織 業務フロー

事業部

管理部

請求書

レーザ プリンタ

原価入力モニタ
検収リスト（担当者単

位）

検収リスト（担当者
単位）

振り替え伝票
原価発生仕訳

未成工事支出金　xx　　未払金　　ｘｘｘ

原価振替入力

経費関係原価振替入力

摘要のマスタ化で、集計
保険料
交通費・・

経費摘要別集計表

出納伝票
原価振替入力モニタ

支払デー
タ

６



支払入力

入力

支払準備作業

支払業務

組織 業務フロー

管理部
レーザ プリンタ

支払入力モニタ

　　未払金　　ｘｘｘ　　　現預金科目ｘｘｘ

工番別支払決定入力
支払日
支払種別

事業部

振り替え伝票
原価発生仕訳

支払デー

タ

７



請求入力

入力

請求入金業務

組織 業務フロー

事業部
レーザ プリンタ

請求書

請求予定などから
請求書発行指示

受注先

請求デー
タ

工番デー

タ

請求書

請求予定リスト

請求書実績リスト

入金入力
入金記録

レーザ プリンタ

入金実績リスト

未入金リスト

請求書データから入金入
力

８



請求書発行時自

動
仕
訳

入金入力時

仕入入力時

支払入力時

自動仕訳処理

それぞれの時点で自動仕
訳されます

伝票入力

経理デ

データＤ
Ｂ

請求時
　　　なし
入金時
　　　現金／預金/受手　　　　売掛金　　　　　　　　　　　　　　　　
又は前受金
仕入時
　　　未成工事原価　　　　　　買掛金
支払時
　　　買掛金　　　　　　　　　　現金・預金・手形

仕訳日記帳

現金/預金出納長
元帳

決算書

年間ＰＬ
年間ＢＳ
合計試算表

月間ＰＬ
月間ＢＳ

件数？

経

理
業

務

完成報告（売上基準：進行基準）による振替仕訳

　　　売掛金　　　　　　　　　　　　　売上
　　　完成工事原価　　　　　　　　未成工事原価



入力

入力

管理部担当

保険料、旅費、現場雑費

など、伝票により経費科目
および工番確定する

項目
１振替日
２伝票番号

３　工番
４　科目番号（予算番号）

　　予算番号は、原価管理用）　
５　金額

経費振替

経費振替

工番台帳

／業者マ
スタ

経費振替実績表

検討

・入力方法を、伝票単位にするか

・振替伝票を出力するか
・経理科目と、原価予算用科目番号

　（原価では、その他原価予算として
　　９０００番　保険９０１０などのように設定）

工番台帳に、記録されま

す。



　業務分担処理イメージ

プロジェ クトマスタ

業者マスタ等マスタ
類

・プロジェ クト台帳

業者台帳

入力

入力

サーバー扱いＰＣ

参照・印刷

入力

参照/印刷用

参照･印刷

項目別入力

事
業
部

管
理
部

受注業務（含む貿
易、物販）

・受注登録　　
・実行予算入力
･請求書作成

発注業務
・発注書発行　　

・請求受領入力

原価管理業務

・直接経費入力
・直接経費配賦
・入金入力　

・支払実績入力

売上管理業務

・売上プロジェクト
計上処理
・

項目別入力

事業部

管理部

レーザ プリンタ

引合/見積業務

・引合入力
・見積書発行　　

次期開発

次期開発

会計業務連動

・決算　　

ポイント

・入力分担とデータ共有の実現

・データの共有により、入力の重複は自然的になくな
ります。

・データが発生する場所で（責任を持つ部署）入力
　することを基本として、作業分担する。

・データの正確性を高めるため、入力担当者は、
　各部署で絞り込む

・入力担当者以外は、参照印刷のみが許される
★入力者は制限、参照利用者は開放する

参照画面
・プロジェクト台帳
・業者台帳

・売上リスト
・受注リスト

・受注残リスト
・未払残リスト
・未発注リスト

・未検収リスト

・入金実績リスト
・支払実績リスト
・

・実行予算差異リスト
・事業部収支実績

・
・受注見込リスト

受注見込管理業務

・受注見込入力



プロジェクト登録画面

プロジェクト登録

・新規登録
・工番
　システムで自動採番
　契約区分
１　本工事
２　小工事
３　その他小工事
４　物品
　
「国内」　　件・年

「原材料」件・年

・担当者・部門入力
・発行日はシステム自動
・契約日・契約番号入力
・注文主
・納入先（注文主と違う場合
・現場名
・契約額

・進行基準適用有無（年度決算用）
・着工予定日
・竣工予定日（納期）：売上予定表
・竣工日：実績
・売上月：社内売上月用

事業部

検討項目
○入金予定日入力できれば、
「資金予定表作成可能」
○工番はシステムで自動的に
　とる。
　番号の意味付け
番号の一元化（連番）
内容は、区分で分ける

○仮受注の扱い
　契約番号のないものは、仮　
　受注？

受注報告書
実行予算付

現在手書きの受注報告書を、印
刷出力する

様式は、現在の形
(フォームの統一検討）
（実行予算が多いときは
２ページに続く）

検討項目
○分類
１　建設業分類
２　工事種類（建設、装置
３　明治製菓か、以外か
４　明治製菓現場別など
分類は、必要に応じて、
区分を設定します。

受注報告書印刷

検討
印刷は不要か？
（事業部担当者が入力する場合
必要・・・・）



プロジェクト実行予算登録画面

実行予算入力

○作成基準は、現在のとおり

１　全ての受注に対して作成
２　件名別支払先別
３　支払先は、マスタ登録する
４　金額は、消費税除く本体金額
５　

実行予算の実行（発注入力）
○原価管理は、発注ベースで行う

１　実行予算欄から、発注書作成業務
へ（画面中央「発注」ボタンクリックで
　注文書作成画面へ飛ぶ

２　発注実績記録が、この画面に複写
される

３　実行予算にないものも、発注処理
は、同じ

４　金額は、本体金額と消費税
５　未発注管理が容易
６　支払予定日入力？

●未成工事管理と完成工事管理
　　未成工事は、発注ベース管理
　　完成工事は、請求ベース管理

直接経費の扱い検討

旅費ほか直接経費は、管理で、工番
へ振り返られ、その実績が、ここに表示される

１　実行予算には、見込まなくていいか？　
２　事業部収支と合わせる

　

原価管理項目

売上高　　　　　　　　　　　　１０００
売上原価
　　　１　　（実行予算項目）　４００
　　　２　　（振替直接経費）　　５０　　（管理入力）
　　　　　　　　　　合計　　　　　４５０
売上利益　　　　　　　　　　　　５５０　　

「発注画面」

発注画面は、実行予算から、単独発注
ができます。

請求受領入力

発注先からの、請求書
は、受領日を、ここで入
力する。

発注済み分の請求もれ
管理



プロジェク請求入金管理画面

請求入金管理

請求書発行状況と、入金状況が、表示されるので、
ここで、管理できる。

○請求データは、「事業部で請求書作成画面」で請求書発行時作成
○入金データは、管理で、入金入力画面で、入金処理時作成



プロジェクト売上管理画面

売上基準

○外部決算：　完成基準が原則
　　　　　　　　進行基準適用も含む

○社内基準も一致させる
　　月次決算では、完成基準とし、月次の進行基準は使わない
つまり、１プロジェクト　１決算内　１売上計上となる

○社内売上は、売上日により月次計上する

○月次決算では、売上日までに、金額を確定（発注）
させ、原則的には、未払は計上しない（発注ベース）

○売上記録欄は、外部決算進行基準売上の場合のため
　　分割売上記録がとれるようにする

○売上原価は、実行予算／実績に集計されるもの。

○予算と実績を対比する

売上日 2001/6/30

「検討項目」

○社内売上を完成ベースにするか
○原価管理を、発生ベースにするか、請求ベースにするか
●社内売上の確定を、何によって行うか
（提案では、事業部から確定一覧を出す）

売上確定報告

○事業部で、部内売上確定工番を管理部へ報告する



請求書発行業務

請求書種類（全てに利用）

１　工事用請求書
２　物販用請求書
　　（指定請求時除外

請求書入力画面は、右画面を基本とし、
項目名など変更になります。

１　受注リストから作成も可能
２　

請求書

請求書フォーム
現在のを基本

レーザープリンタ印
2部（控え含む）

請求書の発行はk検討

●請求書は、事業部で作成
　（現在は、原稿を事業部で、請求書は
管理部）

○どちらで入力しても、ＯＫですが、手続き
はシンプルが一番

○未入金（請求済み）リストは、管理でい
つでも見られる。

○入金管理は、管理部門



請求書サンプル

○上記はサンプルです。

○工事関係と物品関係の請求書を分けることも可能

○様式及び項目は、最終打合せで設定します。

○現在利用の請求書フォームにも対応できます。



発注入力画面

注文書

工事番号 632150
発注入力画面が２通りからきます。

１　実行予算画面から開く
２　メニュー画面から開く
　

実行予算画面

○画面項目名及び配置は、最終打ち合わ
せ決定

「検討項目」

○注文書は、新規作成
　レーザープリンター印刷

複写伝票止める？
支払い管理は、システム内で行う

○注文書番号
　　連番自動

発注実績表（予実対比）



サンプル（参考）



業者検収／支払画面

業者への検収／支払管理
○事業部で検収
・発注に対して、請求書受領日入力

○管理部で支払い
・支払入力
・請求受領から、仕訳処理まで、管理
・業者台帳チェック

☆１発注に対して支払いは複数回発生

業者への支払管理画面
○画面分割
　左側発注参照画面
　右側、左側選択発注番号の支払入力画面

○事業部
・発注に対して、請求書受領まで管理

・請求受領チェック
（業者名から、一覧より（画面上）
　請求受領日、
又は
（工事番号から、一覧より（画面下）
請求受領日、

☆上記入力方式の選択（どちらが入力しやすいか）

システム化のネライ

・請求漏れを防ぎ、速やかに処理をする、
・売上間じかの、請求書駆け込み処理を抑える

・未請求分の簡単リストアップ

・重複入力の防止

●事業部請求合計と管理部処理請求金額をチェック
　チェックリストで確認、処理漏れを防ぐ

検収日（請求書受領日）
支払日・金額・種別



業者台帳

業者管理の処理タイミング

○業者管理は、
「発注業務」
「請求受領業務」（検収業務）
「支払業務」
に分かれる・

・検収業務までを、事業部で、支払い業務を
　管理で担当する

業者台帳（発注検収台帳）
○事業部
・発注に対して、請求書受領日（検収日）の管
理用
　未請求分（未検収）の管理

業者台帳（支払台帳）
○管理部
・支払管理
・請求受領から、仕訳処理まで、管理
・業者台帳チェック

検討

○上記２種類の台帳を作成するか、
　　1種類の台帳にするか（内容検討）

検収台帳

支払台帳



管理資料作成

●管理資料の考え方

・システム化により、データが一元化するので、どこの部署
からでも、目的の資料を作成することができます。
・問題は、どこで作るかより、何が必要か、何をすべきかの
検討が大事
・必要な、資料が作成できるよう、分類項目の設定を行えば
前準備完了です
・表のレオアウトは、あとで変更ができる

●実績管理から見込み管理へ
・管理は、できるだけ、前で行うほうが効果が大きい。
・実績で管理するより、見込み（予測）管理が必要です。
・現在実績管理に偏りすぎ、見込み管理強化したい

●管理目的と、数字の精度を考えて、無駄な時間を省力
・決算は、円単位までの精度が必要
・事業部管理資料は、千円単位、万円単位・・・）
（経理と接点を持つ資料は、円単位・・・）

●見込み管理の検討項目
　テーマ：もっとうまくできないか？
　★問題未然防止対策
・受注は、見込み受注管理
・原価は、実行予算管理
・請求･入金もれ防止
・入金遅延防止
・業者発注漏れ防止
・業者支払い漏れ防止

●画面管理（電子台帳・・）の強化

○データベースが共有されていて、最新の
　　状態になっているので、画面から、
　　電子台帳などのように日常的に管理する。

・出力（画面表示、印刷前表示）の利用

○印刷物による管理を極力抑える。

●提出先による管理
○社内管理目的用

○社外提出目的：実績データ中心
・明治製菓向け

・官公庁向け

●管理表は、詳細打合せ時決定していきます

・管理表は、管理方針によって、内容が変わり　
ますから、詳細設計時に内容を検討させてい　
ただきます。
・ここでは、検討資料として提案します。

入力

入力

管理表作成画面

・作成範囲年月日
・作成条件（事業部、分類など）

・作成資料名ボタン

諸管理表

管理表は、２段階操作

１段階：画面表示
　　参照用

２段階：印刷
　　外部出力用

★レイアオウト、項目などは、詳
細打ち合わせ時決定

・受注見込登録画面

　受注予測入力



手持工事管理表（工事会社は、手持工事（未成工事残高を、安定させなければならな
い。
売上と、未成工事のバラﾝｽを管理することは大事なポイント

・上記を、事業部、工事分類などにまとめて、
１　今現在の、数字を、画面参照する
２　日付指定で状況を把握する

実績だけで行う、受注予定も含めるなど検討必要



その他管理表

●その他実績表
・その他実績表は、極力減らす。
・どちらかというと、入力チェックようとして利用する

●発注関係
・発注実績表（月別、工番別
・検収実績表
・請求実績表
。入金実績表



受注見込入力業務

工番データ

受注見込みデ
ータ

受注・売上予定作

成受注見込入力業務

受注



請
求

業
務

支払条件
１　○○日締め
２　○○月末○○日手形

締日請求入力

請求発行処理

請求書

請求一覧
工番別

工番台

帳参照

入

金
業

務

入金入力

入金種別
１　現金
２　振込
３　手形

入金処理

請求リスト表示
１　入金額
２　振込手数料
３　

入金実績表
レーザープリンタ

入力

請求デ

ータ

手形回収,又は振込み



当社の案内

○当社は、長く、建設業の開発実績も多く、富士通、東芝、ＩＢＭ、大塚商会など　
　の、建設業パッケージシステム開発のお手伝いもしてきました。
　６年前よりは、中小規模工事建設業に特化し、主に、マイクロソフト社のアクセ　

　スで、カスタマイズ型ソフトの開発運用指導を行っています。
　小規模工務店、電気設備業なども含め１００社に近い実績をもっています。

○当社は、現状調査をベースに、ユーザーに必要なシステムにあわせるカスタマ
　　イズを特徴にしています。

○パッケージシステムは、多くは、全体を使いきれず、中途半端な、システム

　　となってしまいます。
　　自社に、合ったソフトが、低コストで実現できる当提案をご採用ください。

氏名 ： 篠山 勲
所属 ： 有限会社エムエスソフトセンター

資格 ： ビジネスプロデューサ
元中小企業診診断士、日本能率協会通信講師、日本商工会議所検定

試験ＷＧ委員
●日刊工業新聞社出版

・「ソフトウエア開発のプロジェクト管理」
・「ソフトウエア開発の原価管理」他
●日本経済生産性本部出版

・これでわかる中小企業の人事評価」
●日本能率協会出版

・そのまま使えるビジネスメール

セミナー
建設業協会主催、生産性本部、メーカー

公益法人など多数
システム開発

中小企業のシステム化を手がけて３０年です。

私が、設計から担当します。



スケジュール

費用

運用形態　　　　入力ＰＣ　３台
　　　　　　　　　　参照ＰＣ　無制限

費用　　　　合計（Ａ＋Ｂ）　　　２５０万円

Ａ　基本ソフトおよびカスタマイズ　　　　　　　　　１式２２０万円

１基本ソフト料　（入力ＰＣ３台）　　　　　　　１式　　　　９０万円

２カスタマイズ詳細設計および開発　　　　１式　　　１５０万円
　　　　　　　　　　　　　　値引き　　　　　　　　　　　　　▼２０万円

Ｂテスト運用指導料　　　　　　　　　　　　　　１式　　　　３０万円
　　

ソフトサポート料は別途契約（入力ＰＣ台１万円/（月）テスト運用後サポート
契約に切り替えます

ID 作業名
2002年1月 2002年2月 2002年3月 2002年4月 2002年5月 2002年6月 2002年7月

1/20 1/27 2/3 2/10 2/17 2/24 3/3 3/10 3/17 3/24 3/31 4/7 4/14 4/21 4/28 5/5 5/12 5/19 5/26 6/2 6/9 6/16 6/23 6/30 7/7 7/14

1 詳細設計

2 カスタマイズ設計（画面関係）

3 カスタマイズ設計開発（帳票関係）

4 テスト（画面関係）

5 テスト（帳票関係）

2002年8月

7/21 7/28 8/4 8/11

6

2002年9月

8/18 8/25 9/1 9/8 9/15

テスト運用（本番へ）

支払条件
振込みにてお支払い願います。

Ａ　開発料
１　契約時　　３０％

２　納入時　　６０％
３　検収時　　１０％

Ｂ運用指導料
１　テスト運用スタート時　１００％



カスタマイズ初期画面例



工事台帳参照画面例 工事台帳を、契約上状況、入金、実行予算、発注、原価などリ
アルタイム状況を参照できる





見積入力は、工事業の特徴の一つです。規定のパッケージだけでは、かな

り不足がちです。　殆どの企業様で、カスタマイズの依頼があります。


